
【 顔の美術 】 

顔の美術とは、美しい顔に向かう術であり、その表現である。 
美しい顔とは何か？ 
私の考える美しい顔とは、生き生きとした顔であります。 
淡々と丁寧に自らの道を歩んでいる人の顔は本当に生き生きとした美しさを感じます。 

この生き生きとした美しい顔に向かうための要因としてあえて順序をつけるならば、 
一番目には、生き様であると考えます。 
一心に畑に向かい丁寧に農作業をする人の顔、人に優しく正直に生きている人の顔、自身の可能性
を信じ邁進している人の顔など、本当に美しく感じます。 
次に二番目に食、三番目に身体の健康とがあり、この二つは同等と考えます。 
身体に良い食事を摂る事を心がけている人の顔、健康に気を配り楽しく体を動かしている人の顔も
美しいと感じます。 
四番目にやっと外的要因である顔に施すいわゆる化粧や肌の手入れによるものと考えます。 
外側から顔に色や形を施すことによって顔の美の変化を感じ、その事によって内面の喜びとなり、
生き生きとした美しい顔へと向かっていくと考えます。 

このようにあくまで顔における表現は、四番目の要因に過ぎないと考えますが、表現の意識や方法 
によっては、ただメイクアップや肌を整えることだけによらず、人間の本質的な美や価値に迫る 
”美しい顔”に向かう事ができるのではなかろうかと思っています。 

顔の外的要因の美しさの中で最も大切なのは、顔の中に流れる空気感の滞りを軽減し全体の調和を
整えることにあります。 
美しい絵画や建築は全体の構図や構成、色彩・形状・質感などの動きや方向性によって全体の空気
感を整え美しい調和を生み、音楽は旋律やリズムによって滞りのない美しいハーモニーが生まれて
いると思います。 
顔においても同じ事がいえ、肌の見た目の重量感・色彩の調和・形の調和・質感の調和によって、
顔の中に流れる空気感を整える事ができ、顔の美しさに向かうのであろうと考えます。 

また、いわゆる化粧においても外面の装いによって内面の美しさに向かう事もありますが、ファッ
ション的流行や機能性に左右される化粧と、顔の美術とは領域の違いがあると考えます。 
私の提唱する顔の美術という新しい領域は、生き生きとした心から自然と立ち現れる顔の本質的な
美しさに向かおうとする術であり表現であります。 

 【 顔の美術百伝 】 
顔の美術百伝とは、 
鈴木寅二啓之の顔の表現４０年における、描法（技術や表現方法等）・表現考（思考や発想また表
現の捉え方等）・観法（観察の仕方等）１００の手法としてまとめたものであります。 
顔の中に流れる空気観を読み解きながら表現することで、顔の美しさに向かう手法であって、顔を
自然に美しくする方法や顔の創造表現における基となり、人間の象徴的部位である顔の本来の価値
を再構築し、顔の新しい美の価値をみつけようとするものであります。 
また、この顔の美術百伝は、顔の表現者のみならず美容家や芸術家など、美や美意識を必要とする 
表現者の一助となる手法であるとも考えます。 



其の一〈視感覚重力柔和描法〉     其の二〈極彩玄玄表現考〉             其の三〈散色融合色調和描法〉      
其の四〈鳴々物語観法〉               其の五〈視点変幻誘水描法〉　　   其の六〈垂直誘導幻視描法〉 
其の七〈付帯物基点創造描法〉     其の八〈口述伝達創造描法〉          其の九〈二次元奥行観法〉　　　　 
其の十〈顔対峙導入表現考〉         其の十一〈肌幻視形状描法〉　      其の十二〈中空螺旋右描法〉 
其の十三〈中空螺旋左描法〉　      其の十四〈二点幽体ゆらぎ観法〉  其の十五〈自在背景透影描法〉　　 
其の十六〈民族香気調合描法〉      其の十七〈無数空流点観法〉　　  其の十八〈差し水創造内包描法〉 
其の十九〈流曲線空気描法〉　      其の二〇〈玉響円円表現考〉         其の二一〈龍瀧雲海表現考〉　　　 
其の二二〈縦縦線横点空気描法〉   其の二三〈呑顔対峙導入描法〉　  其の二四〈筆触断面感描法〉 
其の二五〈美酔制御観法〉　　　   其の二六〈散形融合形状描法〉     其の二七〈古代想起観法〉　　　　 
其の二八〈自然美空流△描法〉      其の二九〈傾奇道具表現考〉　　  其の三〇〈肌肌透色描法〉 
其の三一〈自然美空流○描法〉　   其の三二〈装飾柔和描法〉            其の三三〈白白深淵表現考〉　 
其の三四〈点描微塵構築描法〉      其の三五〈形而上円環観法〉　　  其の三六〈直線様式調和描法〉 
其の三七〈叙事詩夢想表現考〉　   其の三八〈無考無思感勘描法〉     其の三九〈静謐凪観法〉　　　　　 
其の四〇〈彩色遊戯描法〉             其の四一〈変奏調律表現考〉　　  其の四二〈交響構築描法〉 
其の四三〈類似非非表現考〉　　   其の四四〈顔蜜存在観法〉            其の四五〈基点拡張表現考〉　　　 
其の四六〈形無空間構築描法〉      其の四七〈色無空間構築描法〉　  其の四八〈散質融合調和描法〉 
其の四九〈自然美空流□描法〉　   其の五〇〈創造記憶表現考〉         其の五一〈呼顔観法〉　　　　　　 
其の五二〈素原子発掘描法〉          其の五三〈八衢集約表現考〉　　  其の五四〈自然美完熟開放描法〉 
其の五五〈自然美熟成集約描法〉　其の五六〈配列整然表現考〉         其の五七〈肌発感触構築描法〉　　 
其の五八〈比較点点運行観法〉       其の五九〈あべこべ混沌表現考〉  其の六〇〈速続牛歩描観法〉 
其の六一〈静遅読瞬描観法〉　　　其の六二〈図像転換塗ふ表現考〉  其の六三〈自然美賛美螺旋描法〉　 
其の六四〈色相環環瞑想描法〉       其の六五〈線描構築描法〉　　　  其の六六〈円描構築描法〉 
其の六七〈点点瞑想描法〉　　　　其の六八〈永劫線瞑想描法〉         其の六九〈極小視点描法〉　　　　 
其の七〇〈極一筆描法〉                 其の七一〈肌練金描法〉　　　　  其の七二〈響鳴波波観法〉 
其の七三〈天地瞑想描法〉　　　　其の七四〈柔体柔酔描法〉            其の七五〈未意識開放表現考〉　　 
其の七六〈証肖像画描法〉             其の七七〈連綿余韻表現考〉　　  其の七八〈肉体拘束不自由描法〉 
其の七九〈創造枯渇描法〉　　　　其の八〇〈音感変換描法〉            其の八一〈接眼陽炎描法〉　　　　 
其の八二〈神顕自然一体表現考〉   其の八三〈異性質認識表現考〉　  其の八四〈光源光環観法〉 
其の八五〈喚起登頂描法〉　　　　其の八六〈眉眉点波紋描法〉         其の八七〈対極形態変幻描法〉　　 
其の八八〈幾何学異調和表現考〉   其の八九〈感感即興観法〉　　　  其の九〇〈心眼観法〉 
其の九一〈循環流流観法〉　　　　其の九二〈天流丹田描法〉            其の九三〈地流丹田描法〉　　　　 
其の九四〈神饌表現描法〉             其の九五〈点基点描法〉　　　　  其の九六〈魔法古古表現考〉 
其の九七〈自自対峙観法〉　　　　其の九八〈多元世界表現考〉        其の九九〈手伝顔伝描法〉　　　　 
其の百  〈一顔観法〉 

　　　※顔の美術百伝は、受講生の技術及び能力の段階に応じて伝える為に順不同で行いますが、 
　　　　２０２２年現在で１００の内６５の内容を講座（講義・実演・実習）で行いました。 
凡例 
其の三〈散色融合色調和描法〉 
　肌というものは色々な色調が混ざっているものである。ゆえに顔に自然な状態で色を入れる際はグラデー 
　ション（規則的な色の流れ）が効果を示すが、時としてあえて“ムラ”（散色）を加える事により、グラデー 
　ション以上の自然な美しさとなり、顔の美しいリズムと調和が生まれるという描法。 

其の十八〈差し水創造内包描法〉 
　蕎麦を茹でている際に湯が吹きこぼれそうになった時に“差し水”を入れて全体を落ち着かせる。 
　顔の表現においても仕上がり前の段階で、差し水を入れるが如く全体に同じような薄い色調をまとわせる 
　事で、全体のリズムが統一的になり静けさが生まれる。またこの方法を何度か繰り返す事で表現の深みと 
　調和も生まれるという描法。


